
　家庭内での子どもとの関係や、子どもと学
校との関係などについて、保護者からの相
談を受けることも多くあります。相談者
とともに考えながら、様々な角度から
解決の道筋を探ります。

【相談の一例】 
中学生の男の子をもつ母親から
プライバシー保護のため事例は加工してあります。

母　親▶一人息子は、毎日部屋にこもってゲームばかりで、学
校も休むように…担任の先生にも相談しています
が、息子はゲーム依存から抜け出せません。注意す
る私に向かって暴力をふるうことも。父親がゲーム
機のコードを外して止めさせているのですが…

アシスト▶お父さんと役割分担を決めて対応しましょう。スクー
ルカウンセラーに相談するのもよいでしょう。習い事

を勧めたり、ゲーム以外の活動に取り組ませる機会

も工夫したいですね。家族一緒に食事に出かけるな

ど、楽しい家族の行事を設けるのもよいかもしれま

せん。焦らず、気長に構えていきましょう。

母　親▶一人息子だから甘やかしすぎたのかも。できること
から一つずつ試してみます。

　当事者間での解決が難しい場合は、子どもアシストセン
ターが、関係する学校や他の機関、団体等に対して働きかけ
を行います。
★子どもが学校でいじめられているらしい。いじめの事実
は？学校の対応は？しっかり説明してほしい！

　子どもアシストセンターが学校に文書、面談、電話などで
調査を行い、学校でのいじめの認識や、学校の対応などを確
認します。
　必要があれば、相談者を含めた話合いの場を設けられるよ
うに取り計らいます。
★うちの子のアルバイト先で先輩からの指導が厳しすぎる
ようだ。うちの子は障がいがあることを店長も知っている
はず。どうしたらいいでしょう？

　相手先が民間の団体などの場合も、子どもの立場に配慮
した対応などについて協力していただくよう依頼し、相談者
と相手先の間に入って円満な解決を目指します。

　具体的な救済の申立てがない場合でも、子どもアシストセ
ンターが「これは！」と子どもの権利の侵害を発見した場合
は、救済委員の「自己発意」により調査を行います。

　平成２４年度には、ある小学校の児童の保護者から、特定
の学級において先生の体罰や不適切な指導に関する相談が
複数ありました。

　学校との関係を気にしてか、いずれも匿名の相談であった
ため、被害にあった子どもの特定はできませんでしたが、実
際に体罰がある疑いが強いと判断して、子どもアシストセン
ターが調査に乗り出しました。

　その結果、学校長も十分に把握していなかった体罰等の
事実が発覚し、学校では早急に対策を実施。その後の体罰の
抑止、学級の運営の改善につながりました。

【相談の一例】 
母親と二人暮らしの小学生の女の子から
プライバシー保護のため事例は加工してあります。

女の子▶お母さんは毎日の仕事と家事を頑張ってくれてい
る。なのに「学校のテストの点数が悪かったこと」
や「友達とけんかしたこと」をお母さんに言えな
かった。私、悪い子です。私なんて、いない方がいい
のかな…

アシスト▶都合の悪いことを正直に言えないのは、誰にでも経
験があることですよ。きっとお母さんに心配をかけた

くなかったんだね。次は正直に言える勇気を持てると

いいね。あなたには、生まれてきてから出会った人た

ちとの絆がいっぱいあります。大丈夫、これからもあ

なたに思いを寄せる素敵な出会いがいっぱい待って

いますよ。心配しないでね。

女の子▶はい！元気が出てきました！また困ったことがあっ
たらメールします。ありがとうございました！

大人からの相談
子どもからの相談

　様々なことに思い悩む子どもたちからの電話や
メールの相談が多数寄せられます。子どもの気持
ちに寄り添いながら、元気に前へ進めるようにア
ドバイスします。

サッカーの

子どもの悩みや課題について、相談・救済スタッフとともに考え、
話し合ってみませんか?
お問合せ・お申込みは、事務局（211－2946）まで。講座は無料です。

①子どもの権利を守るってどんなこと？
②相談から見える「子どもたち」
③子どものＳＯＳ～子どもの声が聞こえますか？

あしすと出前講座

テーマ

自転車レースのアシスト
アシスト　ゴールに向かって果敢にドリブル。迫りくる相

手をかわしてシュート！・・・とマンガのように
は簡単にはいかないのがサッカーです。味方と敵
の選手の位置と動きを見て、ゴールしやすい場所
に絶妙にパスをするのがサッカーのアシスト。

　上り坂もラクラクの 「電動」アシストの話ではありません。
　自転車レースでは、「空気抵抗」が最大の敵。チームスポーツでもある
ロードレースでは、チームのエース（主力選手）を勝たせるために、アシスト
選手がエースの前を走り、「風よけ」として奮闘します。たとえ力尽きて自分
がゴールできなくなっても、エースのために全力を尽くす。自転車レースの   
アシスト選手はサムライ魂の持ち主です。

　サッカーの得点には、シュートを打った選手だけでなく、アシストをした
選手も大きく貢献しています。
　きれいにパスがつながり華麗にゴールするシーンは、とても胸がすくもの
ですよね。

アシスト子どもアシストセンターの

アシストってどんなこと？

一人では難しいことも、アシストの力を借りて
ゴールを目指すことができます

救済・調整活動 「自己発意」による救済

※1 相談実件数：一人の子どもについての相談を１件としています。　※２ 相談延べ件数：電話、メール、面談などの相談の延べ回数です。

相談実件数（※1）
1,197件
（前年度 1,191件）

母親と子どもからの相談
が大半で、両者で 93.2％
になります。

相談延べ件数（※2）
3,925件
（前年度4,186 件）

学校生活に関する相談が、
全体の半数以上の 2,117 件
になります。

調整活動回数
223回
（前年度 99 回）

18 件の事案について
行った、他機関への電話
や訪問などの回数です。

活動状況報告 （平成２４年度）

母親
405件
33.8%

中学生
342件
48.1%

高校生
73件
10.3%

有職
1件
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